東京「日の丸・君が代」処分取消訴訟・第二次提訴・第2回口頭弁論傍聴者の声
　　　　　　　　　　　　【２００８・１・１７】

10・23通達は、障害児学校の最後の授業の楽しみを悲しみに！

本日の法廷は坂田洋介弁護士が、障害児学校の卒業式に関する意見陳述を行いました。

＜陳述要旨＞
・10・23通達及び校長の職務命令は、原告ら教師の職業上の信念、思想良心の自由と専門職上の自由を侵害している。
・教師には、子供の障害の有無にもかかわらず、ある程度自由な裁量のもとで職務上の自由があり、特に障害児学校においては、障害の種類・程度及び発達段階が異なり一人一人の教育方法も異なる。その子供にあった教育を模索する必要がある。
・10・23通達以前の卒業式は　、多くの養護学校でフロア形式・対面形式で実施してきた。教師間で、各校それぞれの卒業生の実状に即し、どのような式にするのか活発な議論をしてきた。通達後は議論の余地がなくなり、日々の教育活動との連携を持った取り組みができなくなった。
・10・23通達及び校長の職務命令は、教師と子どもを壇上形式に一律に強制した。肢体不自由養護学校ではスロープが設置され、フロア方式ならば自力での証書受け取りもできなくなった。スロープ移動も安全管理上の問題が出てきた。
・弊害の実状として、ある学校では、卒業式予行で、教師が重度重複障害の生徒の介助していたところ、「君が代」斉唱時にその生徒が突然座り込み、後ろの席の生徒が、その生徒の服を引っ張り始めたので、教師が止めさせ、着席しながら座り込んだ生徒の介助を続けた。その後校長に呼ばれ、卒業式の君が代斉唱では起立するように強く言われた。
・別の学校では、卒業式で、一日中２４時間呼吸補助の機械を使用している生徒に看護師が付き添っていたところ、「君が代」の時にその機械の不調を知らせるアラームが鳴ったので、看護師が腰をかがめて機械の調整をしたところ副校長が看護師に、「立ちなさい」と命令した。教師の安全管理上の当然の行為が１０・２３通達により制限されている。

＜傍聴者の声＞
＊「新規採用から5年間養護学校（肢体不自由）に勤務しました。小中学校と高校でやり方は違いました。養護学校では校長が生徒の障害の状態よって、一人ひとりの生徒に証書の渡し方をかえていました。壇上から一律ではなく、時には校長の方から、車椅子の生徒に歩み寄って証書を手渡していました。」　　　（原告）
＊「坂田弁護士のお話で『10・23通達』の不法性がよくわかり、あまりの実体に、都教委は何を考えているのだろうと思いました。反論の余地はないでしょう。今日のお話をできるだけ多くの人に知ってもらいたいものです。」　　（市民）
＊「２月７日の私たち『嘱託不採用撤回裁判の判決』に向けて、１月１５日の本部委員会（都立高校教職員組合の各学校から代表者の集まり）で訴えました。発言を終わったとたん、満場の本部委員から大きな拍手が湧き起こりました。全く予想していなかったので大きな感動を受けました。いかに多くの組合員が、この『不採用』を都高教の職場を分断し、今後の再雇用制度を不安におとし入れているか、この判決が今後の東京の教育に重大な影響を与えているかを認識し、多大な期待をよせているかがわかりました。なんとしても勝利していきたいと思います。ぜひとも当日、多くの傍聴をお願いいたします。」
　　　（樋口兼久　嘱託不採用撤回を求める会原告）

＜ヒゲメモ＞
＊「処分撤回訴訟」は原告１７３名の第一次訴訟団（２００４年度被処分者）と今回の６７名の第二次訴訟団（２００５年・２００６年度被処分者）に分かれて裁判が進められています。（残念ですが併合は認められませんでした。）２００８年度の最初の裁判ということと、原告数が６７名と少ないこともあり、大法廷の１０３号法廷が満席になるか心配していました。裁判官は毎回何人の傍聴人数が来ているのかチェックをしています。大法廷を使用するには、準備する人数を必要にするので、大変だと理解しています。同時に裁判勝利は運動の広がりも重要なことなのです。
　今回は、１１９名（弁護士も含めて、１４０名近い参加者でした。）の傍聴者が駆けつけていただき、抽選で入れなかった方も出て申し訳ございませんでした。報告集会も狭い会場しかおさえられませんでしたので、立ち見の方も多く申し訳ありませんでした。今日の法廷は、上記に書きましたが、坂田弁護士により、障害児教育の現場の実状を実にわかり安く陳述していただき、裁判官の気持ちを少しでも動かしたと思っています。もちろんそんなに甘いものだとは思っていませんけれども。

次は、いよいよ「嘱託不採用裁判」の判決が、２月７日（木）１３時３０分開廷（傍聴抽選１３時）で出されます。今後も共、よろしく傍聴ご支援よろしくお願いいたします。　　　　　
　　　　（被処分者の会　星野）
              





